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チャイルドの住む国 
 

ギニアビサウ  
 

 

（出典：外務省ホームページ） 

 

ギニアビサウってどんな国？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
面   積： 3 万 6,125km2（日本の九州程度） 

人   口： 170 万人（2007 年） 

首   都：  ビサウ 

公 用 語： ポルトガル語 （公用語） 

*共通語として、クレオール語が広く使用されています。 

通   貨： CFA(セーファー・フラン) 

人口構成： バランタ族、フラ族、マンジャカ族、マンディンカ族等 

宗   教：  原始宗教、イスラム教、キリスト教 

＜地理気候＞ 

ギニアビサウは大陸本土と沿岸のビジャゴス諸島か

ら成る、西アフリカ沿岸国です。北はセネガル、東と

南はギニアと隣接しています。国土の大半は河川沿

いの低地で、最も標高の高い東部の高原でも海抜

300m しかありません。ギニアビサウは熱帯気候にあ

り、6～11月が雨季、12～5月が乾季にあたります。1

年のうちで最も過ごしやすいのは、11～2月です。 

＜歴史＞ 

1446 年にポルトガル人がギニアビサウに到達以来、

この地は奴隷貿易の中継地となり、19 世紀まで続き

ました。ポルトガルの植民地となりましたが、その後

の長く苦しい独立戦争の末、1974 年に独立。PAIGC

（ギニアビサウ・カボベルデ独立アフリカ人党）が国

の統率にあたり、又ギニアビサウとカボベルデとの

統合国家建設をも試みましたが、80 年統合反対派

によるクーデターにより計画は挫折しました。 

 

＜政治＞ 

ギニアビサウは共和制の国です。1990 年以降民主化を

求める声が高まり、91 年当時のヴィエイラ大統領が複数

政党制を導入し、初の総選挙が実施されました。98 年一

部軍人が反乱を起こし、大統領は追放されました。2003

年にも国軍によるクーデターが発生し、翌月暫定政権が

発足。05年に行われた大統領選挙ではヴィエイラ元大統

領の当選が発表されましたが、対立候補は不満を抱いて

おり、政情は不安定な状況が続いています。 

＜経済＞ 

ギニアビサウでは農業が GDP の約 4 割、労働人口の約

8 割を占めています。主要作物は落花生、カシューナッ

ツ、ヤシです。鉱工業はほとんど存在しません。80 年代

以降経済の回復を目指してきましたが、90年代始めの経

済状態の悪化、また世界銀行と IMF からの融資凍結によ

り、インフレ率は110％に達しました。93年からはIMFの指

導のもと、緊縮財政を実施しています。2003 年には干ば

つに加えストが頻発し経済は打撃を受けました。 

＜教育事情＞ 

ギニアビサウの公式の教育制度では、初等教育(4

年)、中等教育(2 年)、高等教育(5 年)がありますが、

義務教育制度は確立されていません。他方、非公式

の学校もあり、識字教室や職業訓練などがこれに含

まれます。またイスラム教の伝統的な教育を施す「コ

ラニック・スクール」もあります。しかし依然として未就

学率、中退学率が高いのが問題となっています。 

 

＜保健事情＞ 

ギニアビサウは、世界で最も寿命が短い国の 1 つです。

伝染病を患う人が多く、特に抵抗力のない乳幼児や 5 歳

未満児の死亡率は、世界でも最悪のレベルです。死亡原

因の第 1位はマラリアです。はしかと肺炎、下痢、栄養不

良との合併症で死ぬ子どもも多い状況です。乳児は生後

6～18 ヶ月の間に年 5～6 回下痢になり、マラリアによる

発熱も 8回経験すると言われています。 

2008.1作成 



- 2 - 

ギニアビサウの人々の暮らしを知ろう 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

＜家族＞ 

多くの地域では、年長男性が長となる家父長制や、

年長者を敬う家老長制が一般的です。また大西洋に

浮かぶビジャゴス島では母系社会が見られます。ギ

ニアビサウの家族は祖父母、両親、子ども、親戚な

どの血縁者は勿論、時には仲のいい友人も含む、拡

大家族（貧しい農村では 6～14 人家族）です。また、

バファタ地域では一夫多妻が一般的であり、男性は

4人まで妻を娶ることができます。 

 

＜衣服＞ 

農村部では部族ごとに異なる民族衣装を着ますが、

基本的には体に布を巻いて服にする形態が普通で

す。伝統的な模様の布地は、パジャマに似た長い上

着とズボンからなる「ブーブー」という服や、ドレスを

仕立てる時に使います。首都やその周辺部では、西

洋式の洋服が主流です。 

 

＜住まい＞ 

人口の大半は農村に暮らしています。農村部の家

は、日干しレンガを泥かセメントで固め、わらかトタン

の屋根を葺いた造りです。家の裏には台所用の小屋

を建てるのが一般的です。家の中には、何脚かの小

さな腰掛と、長椅子、テーブルがあれば良い方です。

ほとんどの村や町にはトイレ、安全な水、電気があり

ません。灯りは灯油ランプかろうそくです。首都でも

電気が通っていても停電が多く、何日も電気が使え

なくなる事があります。 

 

＜農家の 1日の生活＞ 

農村部の朝は早く、5 時に始まります。まず女性たち

が起きて家の掃除と朝食の用意をします。女性は 1

日に薪集めや水汲み、家の掃除、食事の支度、脱

穀、買い物や子どもの世話などの多くの仕事をこな

すので、家族の中で 1 番早く起き、1 番遅く寝ます。

農村部の男性たちの主な仕事は農作業です。小さな

子どもは、お婆ちゃんが赤ん坊の世話をするのを手

伝います。夜になり夕食を終えると 1 日が終わりま

す。１日の終わりには、女性たちは歌ったり、踊った

り、子どもたちに話をしたりします。男性たちはウァル

ガというお茶を飲み、タバコを吸って過ごします。 

 

＜食事＞ 

主食は米、またはトウモロコシに野菜ソースを添えた

ものです。手に入った時にはサツマイモやヤムイモ、

スカンポ（ウドのような山草）なども食べますし、カボ

チャやキャッサバ、トマト、キュウリなどの野菜も食べ

ます。また、特別な日には魚や肉が食卓に並びま

す。輸入食品は高価なので入手が困難です。国の経

済的困窮を反映して、食事は一日一食の人がほとん

どです。栄養不良になる人が多く、健康や生産性な

ど社会のあらゆる側面に影響が及んでいます。 

＜祝祭日＞ 

1 月 1日：   新年 

1 月 20 日： アミルカル・カブラル命日： 

（ギニア・カボベルデ独立アフリカ党（PAIGC）の指導者の命日） 

3 月 8日：   国際婦人の日 

3 月か 4月： イースター 

5 月 1日：   メーデー 

8 月 3日：   ピンジギティの大虐殺： 

（ストライキ中の港湾労働者に対して警察が発砲した事件） 

9 月 24 日：  独立記念日 

期日不定：   ラマダン（断食）明け 

11 月 14 日：  再出発の日 

期日不定：   タバスキ（犠牲祭） 

12 月 25 日：  クリスマス 

＜データで見るギニアビサウ＞ 

 5 歳未満児 

死亡率 

(1,000人当たり) 

改善された水源

を利用する人の

比率（％） 

1 人当たり

のGNI* 

（米ドル） 

1 日 1米㌦未満

で暮らす人の比

率（％） 

小学校 5年生

の定着率（％） 

成人識字

率（％） 

出生時の

平均余命 

(年) 

ギニアビザウ 200 59 180 ― - - 45 

日本 4 100 38,980 ― ― ― 82 

出典：ユニセフ世界子供白書 2007 より 

*注）GNI (Gross National Income)とは「国民総所得」という。1 人あたりの GNI は、国民総所得を年央の人口で割って算出したもの。   
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ギニアビサウでのプランの活動 

 

活動開始年：1996 年 

チャイルド数：15,500 人（2007 年 6 月現在） 

国統括事務所： ビサウ 

活動地域：  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜プラン・ギニアビサウが取り組む課題＞ 

 ギニアビサウの深刻な問題の 1 つは、教育です。国全体での成

人識字率は、39.6％(UNDP2006)。さらにプランの活動地域である

バファタ地域では、なんとわずか 7％（プランの活動開始時）の女

性しか文字の読み書きができません。 

イスラム教徒の多いバファタ地域の女性は、何事においても男性

よりも軽視される傾向にあります。女性は教育を受けるよりも、家

事や農作業をすることが優先されてしまうのです。 

プランは就学率の改善のために、学校の建設や学用品の支給、

教師のトレーニング等を実施するとともに、教育の大切さや子ども

の権利について人々に訴えています。学習に必要な校舎や教科

書などを準備するだけでは、根本的な解決にはなりません。教

育、特に女子の教育に対する人々の理解が得られなければ意味

がありません。簡単に得られるものではありませんが、プランは

人々との対話を大切にしながら、地道に活動を続けています。 

 

#109 バファタ （Bafata） 

#832  ガブ (Gabu) 

 

#109 

#832 
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ギニアビサウのチャイルドとの交流について 

 

プランの活動地域では識字率が低い上に、手紙というものを書いたことがない子どもたちがほとんどです。よって、

チャイルドにとって手紙を書くということは、大変難しいことだと言えます。お手紙を書いていただく際には、簡単な

質問を加えてみてください。そうすれば、チャイルドは手紙に何を書いたらよいのか、イメージが掴めるでしょう。 

 

ギニアビサウと聞いて、皆さまが思い浮かべるものはなんでしょう

か。なかなか日本人には馴染みのない国ですが、カシューナッツな

らご存知かと思います。ギニアビサウは、このカシューナッツを主要

作物としている国であり、カシューナッツはギニアビサウのカシュー

地方に由来しているのです。このように意外と近くにギニアビサウが

あるのです。 

スポンサーの皆さまはこれからギニアビサウについて色々と知り

たいと思っていらっしゃるでしょう。それはチャイルドも同じです。チャ

イルドやファミリーは、スポンサーからの通信物が届くと大変喜びま

す。特に人気があるのは、スポンサーの写真です。自分たちの写真

が毎年成長記録と共に送られていることを知っているので、自分た

ちもスポンサーの写真が欲しいと思っているようです。 

 
基本的に、どんな話題でも結構です。皆さまのご興味、ご関心に合わせて、ご自由にお書き下さい。 

スポンサーからの手紙は、数行の簡単な挨拶だけでも彼らにとって大変嬉しく励みになります。どうぞ難しくお

考えにならず、気軽に手紙をお送りください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～チャイルドの言葉（ポルトガル語）で手紙を書いてみよう～ 
 
◇ お元気ですか？ わたしは元気です。 

Como voce esta? Eu estou bem. 

◇ スポンサーになって、あなたの国に興味を持ちました。 

Eu estou interessado em seu pais desde que eu me tornei seu 

patrocinador. 

◇ 日本のどんなことが聞きたいですか？ 
O que voce gostaria de saber sobre o Japao? 

◇ お誕生日おめでとう。 

Parabens para voce. 

◇ 新年のご挨拶を申し上げます。 

Feliz Ano Novo. 

 
上記は、チャイルドの住む国の代表的な言語です。 

簡単な文例集をホームページでも紹介しております。送付ご希望の方はプラン･ジャパン事務局までご請求ください。 

＜お手紙に書くと喜ばれる話題＞ 
●家族、毎日の生活など 
●仕事や趣味 
●日本の気候や自然 
●日本のお祭り、伝統文化や食べ物 
●日本のスポーツや遊び 
●日本の学校 
 
＜避けたほうがよい話題・送付物＞ 
●宗教、政治、信条に関すること 
●恋愛に関すること 
●イスラム教徒の場合は、天使や十字架、

クリスマスのイメージがあるカードなど 
●身体の露出度の高い写真 

 


